
地域公共交通について（中央バス月形線） R6.5.21
企画振興課地域振興係

中央バス月形線の
運行ルート・停留所

令和７年３月末で中央バス月形線を廃止する旨、中央バスから申し出
→北海道（空知総合振興局）を中心に、代替交通について沿線自治体で協議中

（１）中央バス月形線の概況
■運行区間 岩見沢ターミナル～月形駅前 （距離延長：２３．４km）
■所要時間 片道４１分
■停留所数 ４１か所 （岩見沢市内３４か所、美唄市内１か所、月形町内６か所）
■便数 ［平日］往路 ５便/  復路 ５便［土日祝］往路２便 / 復路３便
■最大運賃 ７８０円

（２）利用状況（中央バスR5乗降調査 ：平日1日あたりの利用者数）
往路:岩見沢ﾀｰﾐﾅﾙ→月形駅前［５便計］

（３）沿線自治体での共通認識
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復路:月形駅前→岩見沢ﾀｰﾐﾅﾙ［５便計］
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①岩見沢市と月形町を結ぶ唯一の交通手段であることから代替交通を確保する。
②公募（月形町で実施予定）により新たな事業者を選定する。
③中央バス月形線のルート、便数を継承・確保する。停留所などは利用実態を踏まえ検討する。
④運行経費は、財源として国の制度を活用しつつ、不足分は沿線自治体で負担する。
⑤令和6年度は、車両購入等の導入費用として予算措置が必要。

資料５
















